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この冊子は１部当たり約24円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

『健全な身体に、健全な心が宿る』

高校総体はスポーツを通して志を

一つにする最高の舞台です。各チ

ームの思い出に残る大会となるよ

う、ＪＡ伊万里も梨やブドウを提

供するなど精一杯の声援と支援を

送りながら、『食と生命
いのち

の大切さ』

を伝えたいと思います。

ＪＡ伊万里

岩永 康則 代表理事組合長

応援
メッセージ
Final
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大 会 日 程
◆開会式
７月28日（土）午後４時
国見台陸上競技場

◆競技期間
７月29日（日）～８月２日（木）

◆競技種目
団体男子（28校）、団体女子（20校）

◆会　場（期間）
・国見台陸上競技場
（７月29日～８月２日：決勝戦まで）

・国見台球技場
（７月29日～31日：1,2,3回戦）

・伊万里商業高校
（７月29日～30日：1,2回戦）

・伊万里高校
（７月29日～30日：1,2回戦）

◆閉会式
８月２日（木）試合終了後
国見台陸上競技場

※組合せ抽選会：７月４日（水）午後１時半
※組合せ結果は、市役所だより７月15日号
でお知らせします

高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
『
２
０
０
７
青
春
・
佐
賀
総
体
』
が
、
今
月
28
日
か
ら
佐
賀
県
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
全
国
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
48
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、
地
元
、
伊
万
里
商
業
高
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー

部
も
出
場
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
伊
万
里
商
業
高
校
の
応
援
と
と
も
に

全
国
レ
ベ
ル
の
試
合
を
観
戦
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ッ
ケ
ー
の

ル
ー
ル
や
出
場
選
手
、
総
体
を
盛
り
上
げ
る
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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ルール解説
●フィールド：競技フィールドは、横55ｍ×縦91.4ｍ。ゴールは横3.66

ｍ、縦2.14ｍの大きさで、相手ゴールにボールを入れて得点を競います。

●試合時間：前半と後半各35分の計70分。前半と後半の間に10分間のハ

ーフタイムを置きます。

●得　点：ゴール前にサークルと呼ばれるシューティングゾーンがあり、

その中からシュートされたボールがゴールに入れば得点となります。

●選　手：高校総体の登録選手は15人です。フィールドに立てるのは11人

ですが、選手の交代は何回もできます。

ゴールキーパーはボールを手で扱うことができますが、その他の選手は、スティックで

ボールをコントロールします。

●用　具：ボールは大人の握りこぶしほどの大きさで、野球の硬球よりも硬くできていま

す。シュートを打った時のボールの速度は時速150kmを超え、サークル内で打つことか

らゴールキーパーは、ヘルメット、レガード、プロテクターなど頑丈な防具で身体を守

ります。

●勝敗の決定方法：試合時間内に勝敗が決しない場合は、次の方法で勝敗を決定します。

（１）準々決勝戦までの場合：ペナルティーストローク戦（サッカーのＰＫと同じ）

（２）準決勝戦と決勝戦の場合：10分間の休憩後、延長戦を行います。時間は各７分30秒

の２ピリオド（２回）とし、この間にいずれかのチームが得点した時点で終了します。

なお、延長戦で勝敗が決しない場合はペナルティーストローク戦を

行います。

ホッケー用語
●フリーヒット：ボールが攻撃側よりバックラインを出た場合は、守

備側チームのボールで再開されます。コート内で反則があった場合

は、その地点から相手ボールで再開されます。

●コーナー：守備側によりボールがバックラインから出された場合

は、攻撃側チームにコーナーが与えられます。

●ペナルティーコーナー（ＰＣ）：守備側の反則による攻撃側のセット

プレーです。守備側チームはゴールキーパーを含め５人の選手がバ

ックラインの外（ゴール内もOK）に構え、守備側の他の６人はセ

ンターラインより自陣へは入れません。攻撃側チームは、サークル

外に構え、ボールが出されるまで、サークルの中には入れません。

※守備側が次の反則を行った場合、攻撃側に与えられます。

・ サークル内で反則があった場合

・ 25ヤード以内で故意の反則があった場合

・ 故意にバックラインへボールを出した場合

●ペナルティーストローク（ＰＳ）：サッカーのＰＫにあたるものです。

ゴールラインから７ヤードのポイントでゴールキーパーと攻撃側の

選手が１対１で攻撃側の選手がシュートを行います。

※ゴール前で反則がなかったらゴールしたと思われる場合やシュート

体勢の選手に故意の反則をした場合などに攻撃側に与えられます。

主な反則
※反則した場合は、相手チームにフリーヒットが与えられます。（反則地点での再開）

●キック：ボールを足で蹴る（当たる）こと。（サークル内でのゴールキーパーはＯＫ）

●ハイスティック：肩より上のボールをスティックで扱うこと。

（ゴール内でシュートを防ぐ守備を除く）

●バックスティック：ホッケーはスティックの平らな面しか使えませんので、丸みを帯びた面でボー

ルを扱うこと。（右：写真）

※カード：ラフプレーや故意の反則には、罰則としてカードが出されます

◆グリーンカード（警告） ◆イエローカード（５分以上の一時退場） ◆レッドカード：退場

91.4m

55m



●試合中は決められた場所で観戦し、コート内や立ち入　
り禁止区域には、絶対に入らないようにしてください

●ファインプレーや得点をしたときには、温かい拍手と
声援を送りましょう

●競技会場内は禁煙です！
喫煙は決められた場所でお願いします

●空き缶やゴミは決められた場所に捨てるか、自宅に持
って帰り、会場の美化にご協力ください

●会場では、係員の指示に従ってください

大会期間中、市外から延べ8,000人の応援者の
来場が見込まれています。市民の皆さんの温かい
『もてなしの心』で歓迎し、選手や来訪者にとっ
て心に残る思い出の大会となるようご協力をお願
いします。

ご観覧の皆さんの
ご協力をお願いします

ぼ
く
た
ち
は
伊
万
里
で
開

催
さ
れ
る
こ
の
全
国
大
会

で
、
自
分
た
ち
ら
し
い
ホ
ッ

ケ
ー
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
さ

せ
る
た
め
、
楽
し
く
、
ま
た

自
分
に
厳
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
大
会
で
悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
毎
日
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
主
将：

上
写
真
前
列
左
三
番
目
）
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MFDF

GK FW

FW

FW
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MF

DF

DF

Defender

DF

Goalkeeper Midfielder

Forward

攻め

伊
万
里
商
業
高
等
学
校

ホ
ッ
ケ
ー
部

選
手
紹
介

【ポジション】



わ
た
し
た
ち
は
、
今
年
の

総
体
で
優
勝
を
め
ざ
し
『
ベ

ス
ト
を
尽
く
せ
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
毎
日
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

夏
の
暑
い
中
で
の
練
習
で

大
変
で
す
が
、
楽
し
く
元
気

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
主
将：

下
写
真
前
列
左
三
番
目
）
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■
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

わ
た
し
た
ち
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
は
、「
伊
万
里
市

を
訪
れ
る
観
光
客
に
、
歴
史
や
文

化
な
ど
伊
万
里
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
お
も
て
な
し
の
心

で
案
内
し
伊
万
里
の
『
観
光
』
の

発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
結
成
。
現
在
33
人
の
会
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
伊
万
里
で
す
か
ら
、

こ
の
伊
万
里
の
良
さ
を
市
内
外
の

人
に
紹
介
し
、
伊
万
里
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

７
月
28
日
か
ら
高
校
総
体
が
佐

賀
県
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
選

手
団
を
は
じ
め
大
会
役
員
、
応
援

団
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
県
内
に

集
ま
り
ま
す
。

伊
万
里
市
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
、

有
田
町
で
は
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
な
ど
が
伊
万

里
市
に
大
勢
お
い
で

で
す
か
ら
、
市
内
で

の
盛
り
上
が
り
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
で
は
、
臨

時
の
観
光
案
内
所
で

市
外
か
ら
の
お
客
様

に
対
し
、
伊
万
里
の

『
お
も
て
な
し
の
心
で
』

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
成
功
を
応
援
し
ま
す
！

■
学
校
給
食
配
送
車
で
総
体
Ｐ
Ｒ

高
校
総
体
の
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

５
月
１
日
か
ら
大
会

Ｐ
Ｒ
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
た
学
校
給
食

配
送
車
９
台
が
市
内

一
円
を
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
伊
万
里
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
『
Ｐ
Ｆ
Ｉ

伊
万
里
市
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス

1
』
が
、
総
体
の
成
功
と
選
手
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
、
開
幕
直
前

の
７
月
19
日
ま
で
、
市
内
小
中
学

校
、
幼
稚
園
へ
給
食
を
配
送
し
な

が
ら
『
動
く
広
告
塔
』
と
し
て
総

体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
県
下
一
斉
美
化
活
動

６
月
３
日
、『
２
０
０
７
青
春
・

佐
賀
総
体
』
に
向
け
た
『
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
さ
が
』

県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
県
下

一
斉
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
早
朝
か
ら
、
新
田
川

と
有
田
川
の
河
川
敷
や
道
路
な
ど

の
清
掃
に
、
高
校
生
や
婦
人
会
、

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
な
ど
23
団

体
か
ら
お
よ
そ
６
０
０
人
が
参
加
。

草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
に
汗
を

流
し
、
ま
た
、
き
れ
い
に
な
っ
た

河
川
敷
に
は
、
コ
ス
モ
ス
の
苗
約

10
万
本
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

紹
介
や
観
光
案
内
を
し
て
、
選
手

の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も
実
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意

お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
て
、

熱
い
応
援
を
し
た
い
と
会
員
一
同

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
大
会
の
思
い
出

と
と
も
に
、
伊
万
里
の
よ
い
印
象

を
お
土
産
と
し
て
全
国
に
持
ち
帰

っ
て
も
ら
い
、
伊
万
里
の
魅
力
を

大
い
に
広
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え

き
れ
い
に
し
て
お
も
て
な
し

事
前
Ｐ
Ｒ
で
お
も
て
な
し



青
少
年
セ
ン
タ
ー
相
談
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

子育てのことで不安や心
配なことがあれば、どんな
小さなことでも構いません。
教育経験豊富な左記相談ス
タッフが親身になって応援
します。
まずは、電話でご相談く

ださい。また、直接おいで
いただければ面接相談もお
受けします。

国
見
台
プ
ー
ル
は
、
施
設
の

老
朽
化
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
当

分
の
間
、
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
国
見
台
プ
ー
ル
の
休

止
に
伴
い
、
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

伊
万
里
の
プ
ー
ル
割
引
券
を
、

左
記
に
よ
り
配
布
い
た
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里

プ
ー
ル
割
引
券
の
配
付

●

対
象
者

３
歳
か
ら
12
歳

（
小
学
生
）
ま
で
の
市
内
に

居
住
す
る
人

●

割
引
内
容

子
ど
も
一
人
通

常
料
金
２
５
０
円
が
、
割
引

券
を
利
用
す
る
と
、
１
０
０

円
で
入
場
で
き
ま
す

●

配
布
期
間

７
月
７
日
（
土
）
〜
９
月
２

日
（
日
）
※
火
曜
日
を
除
く

※
配
布
枚
数
に
限
り
あ
り

●

配
布
場
所

国
見
台
公
園
管
理
事
務
所

※
所
定
の
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●

問
合
先

体
育
保
健
課

（

1
@3
３
１
８
７
）

国
見
台
プ
ー
ル
利
用
を

休

止

し

ま

す

井手孝通　相談員 石本洋子　相談員 坂本康幸　相談員

土井伸亜　相談員 原賀　健　相談員 福田佳人　相談員 山口文子　相談員

相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

匿
名
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
わ
た
し
た

ち
相
談
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
、
非

行
、
学
習
、
進
路
、
言
葉
や
発
達

の
遅
れ
、
し
つ
け
の
悩
み
な
ど

■
電
話
・
面
接
相
談
の
時
間

○
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
時
間
外
も
留
守
番
電
話
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い

○
休
日
（
土
〜
日
曜
日
）

予
約
面
接
相
談
可

※
平
日
に
相
談
で
き
な
い
人
に

は
、
予
約
の
電
話
を
い
た
だ
け

れ
ば
休
日
も
面
接
相
談
に
応
じ

ま
す

■
相
談
室
の
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
市
民
会
館
横
）

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら

生涯学習センター内

青少年センター相談室
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伊
万
里
市
教
育
委
員
会
で
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
、
非
行
や
暴
力
、

自
殺
な
ど
子
ど
も
を
と
り
ま
く
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
青
少
年
育
成
相
談
事
業
と

し
て
伊
万
里
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
内
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
相
談
室

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.city.imari.saga.jp/
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６月17日、東山代町川内野地区で
『黒米』をテーマに、今年度最初の
『畑の中のレストラン』が開かれまし
た。市内外から参加した13人は、伊万
里農林高校の生徒５人の『助っ人』と
ともに、１時間にわたり芋苗植えや黒
米の田植えを体験。農作業後は、あぜ
道で黒米いなりやピーナッツ豆腐など
地元産の食材を使った手料理を堪能
し、川内野の一日を満喫しました。

暑い夏を乗り切るために、旬の夏野菜を使った
『ふるさと薬膳伊万里』を召し上がりませんか！
風鈴祭り開催中の窯元散策も楽めます。

●開催日時 ７月25日(水)正午
●開催場所 大川内山公民館(伊万里鍋島焼会館横)
※窯元散策は伊万里・有田焼伝統産業会館玄関前
午前11時集合

●参加費 1500円
●参加人数 50人(応募者数の場合は抽選)
●申込方法 希望される人は、各公民館、観光協
会、男女協働・まちづくり課にある申込用紙で
下記までお申し込みください。申込用紙は市の
ホームページからダウンロードできます。

※電話、FAX、Eメールでも受け付けます
●申込期限：７月17日(火)
●申込・問合先 男女協働・まちづくり課
（ 1@3２１１５）（5@2７２１３）

Ｅ-mail:danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

日
本
の
食
養
生
の
基

本
と
い
え
る『
身
土

し
ん
ど

不
二

ふ

じ

』

と
い
う
こ
と
ば
は
、
心
身

と
風
土
は
一
体
の
も
の
で

あ
り
、
旬

し
ゅ
ん

の
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
最
も
健
康
に
良

い
と
教
え
て
い
ま
す
。

夏
の
食
材
は
体
を
冷
や
す
作
用

が
あ
り
ま
す
。
秋
か
ら
冬
の
根
菜

な
ど
は
体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
旬
の
食
べ
物
に
含
ま
れ
る

『
酸
味
』
や
『
苦
味
』
は
、
臓
器

に
効
果
的
に
働
き
か
け
体
調
を
整

え
て
く
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
薬
膳
は
、
中
国
薬
膳

の
考
え
方
を
応
用
し
な
が
ら
、
郷

●
開
催
日
（
１
泊
２
日
）

８
月
４
日
（
土
）
５
日
（
日
）

●
集
合
場
所
・
時
間

市
役
所
玄
関
前
　
午
前
８
時
半

●
開
催
場
所

夢
耕
房
た
き
の

（
東
山
代
町
川
内
野
）

●
参
加
費

２
５
０
０
円

●
対
象
者

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

●
参
加
人
数

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
方
法

四
季
の
館
、
松
浦

の
里
、
山
代
東
部
直
売
所
、
Ａ

コ
ー
プ
伊
万
里
店
、
ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
伊
万
里
、
市
民
セ
ン
タ

ー
、
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
備
え

付
け
の
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
期
限

７
月
20
日
（
金
）

●
問
合
先

農
業
振
興
課

（

1
@3
２
５
５
７
）

川
内
野
の
豊
か
な
自
然
を
食
べ
に
集
ま
れ
！

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
小
中
学
生
『
お
泊
ま
り
編
』

ツ
ガ
ニ
漁
、
ハ
ヤ
釣
り
も
あ
る
ぞ

夏夏
野野
菜菜
を
使
っ
た
料
理
と
窯窯
元元
散散
策策
い
か
が

大
川
内
山
で
『
ふ
る
さ
と
薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン
』

参加者募集！風鈴祭りも楽しめます

ふるさと薬膳とは
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
受
給

資
格
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
受
付
開
始
日
　
７
月
17
日
（
火
）

※
７
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
ま

た
は
２
級
）
所
持
者

②
療
育
手
帳
（
Ｉ
Ｑ
35
以
下
）

所
持
者

③
身
体
障
害
者
手
帳(

３
級)

か
つ

療
育
手
帳(

Ｉ
Ｑ
50
以
下)

所
持
者

●
持
参
す
る
も
の

受
給
資
格
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
名
義
の
も
の
で
郵
便

局
を
除
く
）

※
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
19
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行

さ
れ
た
平
成
18
年
中
の
所
得
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
受
付
・
問
合
先
　
福
祉
課

（

1
@3
２
１
５
６
）

忘
れ
ず
に
！
　
７
月
中
の
更
新
手
続
き

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

●
対
象
者

保
険
料
段
階
が
第
３

段
階
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
が
第

２
段
階
の
額
に
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
要
　
件

▽
本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
前
年
の

収
入
金
額
の
合
計
額
が
80
万
円

（
世
帯
員
１
人
に
つ
き
40
万
円

を
加
算
す
る
）
以
下

▽
預
貯
金
お
よ
び
有
価
証
券
の
合

計
額
が
１
２
０
万
円
以
下

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

と
同
一
生
計
で
は
な
く
、
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

▽
資
産
（
不
動
産
な
ど
）
を
活
用

し
て
な
お
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
こ
と

※
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
申

請
が
必
要
で
す
。
７
月
中
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
成
17
年
度
の
税
制

改
正
で
課
税
世
帯
に
な
っ
た
人

●
内
　
容

▽
負
担
段
階
が
２
段
階
以
上
上
昇

す
る
人
は
、
１
段
階
の
上
昇
額

が
適
用
さ
れ
ま
す(

平
成
20
年
６

月
30
日
ま
で)

▽
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
負

担
限
度
額
の
３
段
階
か
ら
課
税

世
帯
と
な
る
人
の
う
ち
、
要
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、
特

例
的
な
経
過
措
置
と
し
て
社
会

福
祉
法
人
の
利
用
負
担
軽
減
制

度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

※
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す

『
介
護
保
険
活
用
ガ
イ
ド
』
を

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い

●
申
請
・
問
合
先

長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

（

1
@3
２
１
５
４
）

介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す

７
月
中
に
申
請
手
続
き
を

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
や

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

負
担
限
度
額
が
緩
和
さ
れ
ま
す

●
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
年
金

な
ど
収
入
を
証
す
る
書
類
、
通

帳
、
医
療
保
険
証

伊
万
里
市
で
は
介
護
が
必
要

と
な
る
一
歩
手
前
の
人
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
た
ち

が
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
介

護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
の
『
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
表
』

に
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
黄
色
信
号
（
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
）
で
す
。
お
気
軽

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
長
寿
社
会
課
内
1

@3
２
１
５
５
）

□日用品の買い物をしなくなった

□支えがないと階段が昇れない

□最近、３㌔以上体重が減った

□お茶や汁ものでむせることが多い

□週に一度も外出しない

□ひどくもの忘れをするようになった

□気分が落ち込み楽しめない
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家
族
で
本
を
読
み
感
想
を
語
り

合
う
『
家
読
（
う
ち
ど
く
）』
が

６
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
の
黒
川
町
で
は
、

黒
川
公
民
館
で
『
市
長
さ
ん
の
は

じ
め
て
の
お
は
な
し
会
』
が
開
催

さ
れ
、
黒
川
幼
稚
園
、
た
ん
ぽ
ぽ

保
育
園
の
園
児
、
黒
川
小
学
校
の

児
童
、
保
護
者
ら
約
２
０
０
人
が

中
国
大
連
市
で
の
『
ジ
ャ
パ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
』
に
あ
わ
せ
、
５

月
25
日
、
日
本
か
ら
21
の
都
市
が

参
加
し
、『
中
国
大
連
・
日
本
地

方
都
市
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
万
里
市
か
ら
は
塚
部
市
長
を

は
じ
め
一
行
５
人
が
招
待
さ
れ
、

大
連
市
と
の
20
年
間
の
友
好
交
流

と
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

翌
26
日
に
は
、
夏か

徳
仁

と
く
じ
ん

大
連
市

長
と
友
好
都
市
締
結
の
予
備
調
印

を
行
う
な
ど
、
友
好
交
流
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
折
か
ら
大
連
市
で
は
ア
カ
シ

ア
祭
り
の
最
中
で
、
星
海

せ
い
か
い

広
場
で

は
開
会
式
が
開
か
れ
、
蛇
踊
り
や

中
国
獅
子
舞
、
華
や
か
な
民
族
衣

装
の
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
、
秋
に
市
民
を

募
集
し
て
友
好
交
流
20
周
年
記
念

訪
問
団
の
派
遣
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

伊
万
里
・
有
田
地
区
の
公
的
病

院
（
伊
万
里
市
民
病
院
、
社
会
保

険
浦
之
崎
病
院
、
有
田
共
立
病
院
）

の
統
合
に
向
け
『
伊
万
里
・
有
田

地
区
公
的
病
院
統
合
推
進
協
議

会
』
が
発
足
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
行
政
、
議
会
、
病
院

関
係
者
10
人
で
構
成
し
、
６
月
４

日
に
初
会
合
が
開
か
れ
、
会
長
に

岩
永
有
田
町
長
、
副
会
長
に
塚
部

市
長
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
下
部
組
織
と

し
て
、
副
市
長
な
ど
の
行
政
関
係

者
11
人
に
よ
る
幹
事
会
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
病
床
数
や
診
療
科

目
、
建
設
候
補
地
の
選
定
な
ど
を

小
委
員
会
を
設
け
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

友
好
都
市
締
結
の
予
備
調
印

を
行
い
、
夏か

徳
仁
と
く
じ
ん

大
連
市
長

と
握
手
す
る
塚
部
市
長

集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
元
の
読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー
プ
『
お
は
な
し
ど
ん
ぐ

り
（
羽
柴
良
重
代
表
）』
に
よ
る

『
う
さ
ぎ
と
か
め
』
の
読
み
聞
か

せ
の
後
、
塚
部
市
長
が
絵
本
『
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
（
宮
西
達
也

作
・
絵
）』
を
読
み
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
視
線
を
浴
び

な
が
ら
、
塚
部
市
長
が
汗
だ
く
で
絵
本
を

読
み
上
げ
ま
し
た

『
家
読（
う
ち
ど
く
）』

は
、
家
庭
で
読
書
の
習

慣
を
共
有
す
る
こ
と
で

す
。
基
本
は
家
族
み
ん

な
で
好
き
な
本
を
読
ん

で
、
読
ん
だ
本
の
こ
と

を
話
す
こ
と
で
す
。
難

し
い
ル
ー
ル
は
い
り
ま

せ
ん
。
同
じ
本
を
み
ん

な
で
読
め
ば
、
家
族
の

会
話
も
一
層
弾
み
ま

す
。
ま
た
、
お
互
い
に

本
を
勧
め
あ
っ
た
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
本
を
選

ぶ
な
ど
、
読
む
本
を
相

談
し
あ
う
こ
と
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深

ま
り
ま
す
。

塚
部
市
長
の
読
み
聞
か
せ
で
ス
タ
ー
ト

病
床
数
、
診
療
科
目
、
建
設
候
補
地
な
ど
を
検
討

広
げ
よ
う

の
輪

うちどく

公
的
病
院
の
統
合
め
ざ
し
協
議
会
が
発
足
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銭
亀
古
墳
は
東
山
代
町
の
日

尾
丘
陵
の
東
斜
面
、
標
高
約

16
㍍
に
あ
り
ま
し
た
。
直
径

15
㍍
ほ
ど
の
小
円
墳
で
、
内

部
主
体
は
横
穴
式
石
室
で
し
た
。

海
を
見
下
ろ
す
立
地
か
ら
海

を
支
配
し
た
有
力
者
の
墓
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
46
年
５
月
に
、
工
業

団
地
造
成
に
伴
う
事
前
の
調
査

で
古
墳
か
ら
副
葬
品
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
銭
亀
古
墳
が
築
か

れ
た
６
世
紀
末
ご
ろ
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

死
者
を
葬

ほ
う
む

っ
た
玄
室

げ
ん
し
つ

か
ら
ヒ

ス
イ
製
や
メ
ノ
ウ
製
、
碧
玉

へ
き
ぎ
ょ
く

製
の
勾
玉

ま
が
た
ま

、
碧
玉
製
管
玉

く
だ
た
ま

、
ガ

ラ
ス
小
玉
や
丸
玉
、
水
晶
製
切

子
玉
、金
銅

こ
ん
ど
う

製
や
銀
製
の
耳
環

じ

か

ん

、

青
銅
製
の
腕
輪
な
ど
の
装
身
具

の
ほ
か
、
鉄
製
の
鏃

や
じ
り

や
刀
、

刀
子

と

う

す

な
ど
の
武
具
が
出
土
し
ま

し
た
。
耳
環
が
３
点
見
つ
か
っ

た
の
で
、
２
人
以
上
が
葬
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
羨
道

せ
ん
ど
う

（
玄
室
へ
の
通

路
）
や
古
墳
の
ま
わ
り
に
掘
ら

れ
た
周
溝

し
ゅ
う
こ
う

か
ら
は
、
須
恵
器

す

え

き

の

坏つ
き

、
平
瓶

へ
い
へ
い

、
★

は
そ
う

、
大
型
甕か

め

、

土
師
器

は

じ

き

の
高
台
付

こ
う
だ
い
つ
き

短
頸

た
ん
け
い

壷こ

な
ど

の
容
器
類
が
出
土
し
ま
し
た
。

墓
前
祭
祀

さ

い

し

で
供
え
た
も
の
で
、

祭
祀
の
後
に
割
っ
て
い
ま
し

た
。伊

万
里
地
方
の
古
墳
文
化
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
の
で
、
昭

和
48
年
に
伊
万
里
市
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
@8

●
自
分
に
限
っ
て
？

「
セ
ク
ハ
ラ
な
ん
て
し

な
い
。
そ
れ
は
他
人
事
だ
よ
」
実

は
セ
ク
ハ
ラ
の
加
害
者
は
『
自
覚

な
し
』
の
人
が
意
外
と
多
い
の
で

す
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
」

「
こ
の
く
ら
い
な
ら
相
手
は
嫌
が

ら
な
い
」「
ほ
め
て
い
る
ん
だ
か

ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
一
方

的
な
思
い
込
み
で
、
自
分
で
は
気

が
つ
か
な
い
う
ち
に
セ
ク
ハ
ラ
を

行
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

●
セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
と
は

『
相
手
の
意
に
反
す
る
性
的
な

言
動
に
よ
っ
て
不
快
な
思
い
を
さ

せ
る
（
性
的
嫌
が
ら
せ
）』
こ
と
。

ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仕
事
上
で

不
利
益
を
生
じ
さ
せ
、
職
場
の
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

▲
「
い
い
ス
タ
イ
ル
し
て
る
ね
」

「
女
（
男
）
の
く
せ
に
！
」「
ま

だ
結
婚
し
て
な
い
の
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
も

り
で
も
相
手
が
『
嫌
な
気
持
ち
』

に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
『
許
さ
れ
な

い
セ
ク
ハ
ラ
』
に
な
る
の
で
す
。

●
女
性
だ
け
で
な
く
男
女
双
方
に

今
年
４
月
、
法
改
正
に
よ
り
、

女
性
に
だ
け
で
な
く
男
女
双
方
へ

の
差
別
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

▲
接
待
や
宴
会
な
ど
で
余
興
を
強

要
す
る

▲
上
司
が
部
下
に
対
し
て
、
権
力

や
地
位
を
利
用
し
て
嫌
が
ら
せ

を
す
る

▲
体
の
一
部
を
ち
ゃ
か
し
た
あ
だ

名
で
呼
ぶ

こ
れ
ら
は
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ

ハ
ラ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

職
場
な
ど
で
の
セ
ク
ハ
ラ
は
決

し
て
軽
い
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
被
害
者
は
あ
と
あ
と
ま
で
心

の
傷
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
い
ま

す
。『
人
の
嫌
が
る
こ
と
は
言
わ

な
い
、
し
な
い
』
を
心
が
け
、
正
し

い
認
識
を
も
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

き
れ
い
な
花
が
咲
い
た
ら
い
い
な

東
山
代
小
に
『
人
権
の
花
』
が
贈
ら
れ
ま
し
た

ここ
れれ
っっ
てて
、、
セセ
クク
ハハ
ララ
？？

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

（
1
@3
３
１
８
６
）

唐
津
・
伊
万
里
人
権
啓
発
活
動

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
伊
万

里
部
会
は
、
人
権
思
想
の
普
及
啓

発
を
目
的
に
５
月
23
日
、
指
定
校

の
東
山
代
小
学
校
で
『
人
権
の
花
』

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
サ
ル
ビ
ア
な
ど
た
く

さ
ん
の
花
の
苗
が
贈
呈
さ
れ
、
早

速
、
児
童
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
花

の
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付
け

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
児
童
が
協
力
し
て
花

を
育
て
、
秋
に
は
花
の
観
賞
会
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

勾玉
まがたま

、管玉
くだたま

などの装身具



『心温まる』ふれあいステージ
市内の福祉施設を利用する人たちが出演する、第７

回ほほえみ広げてふれあいステージが市民センターで
ありました。この日は11団体から約350人が歌や踊り、
寸劇などを元気に披露しました。会場では中高校生など
のボランティアの活動もあり心温まるステージでした。

伊万里梨の出荷期を迎え、ＪＡ伊万里南波多支所の
梨選果場では選果作業がスタートしました。この日は、
山口洋輝さん（古里）が収穫したハウス梨『幸水』約
400キロを形やサイズごとに分け、光センサーで糖度
や熟度を測定し次々と箱詰めされ、みずみずしい伊万
里梨がトラックで都心へ向け初出荷されました。今年
はこれまでの好天続きで小ぶり傾向。しかし、太陽の
光をいっぱい浴びて糖度は高めのようです。

ヒラメの稚魚に触れ大はしゃぎ

透き通る音色に癒
いや

されました

選果作業スタート『伊万里梨初出荷』

黒川町のたんぽぽ保育園の園児18人が、ヒラメの稚
魚１万匹をイマリンビーチに放流しました。園児たち
は、呼子町の中間育成施設で体長８cmほどに成長し、
元気よく飛び跳ねる稚魚に触れ大はしゃぎ。「早く大き
くなって」と優しく砂浜から海に放ちました。

箏や尺八などを奏でた『あじさいコンサート』が市
民図書館でありました。これは邦楽愛好家が集まった
『T・S・S伊万里（日本伝統音楽を守る会）』が毎年行
っているもので、この日は箏奏者の増田厚司さんらも
出演し、来場者は透き通る音色に癒

いや

されていました。

5.25

6.16

6.9

6.9
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秋の焼き芋が楽しみだな～

個性あふれる力作240点が出展

スポーツ少年団軽スポーツで交流

今年で28回目となる伊万里市美術展が市民センター
で開催されました。前期・後期に分けて絵画や工芸、
書、写真など177人から240点の個性あふれる力作が
出展されました。来場者は、市民芸術家の作品を前に
足をとめ、熱心に鑑賞していました。

第39回市スポーツ少年団交流大会が南波多小学校体
育館でありました。この日は、市内のスポーツ少年団
10団体約180人が参加。ローラーを転がし得点を競う
カローリングなどの軽スポーツを行い交流を深めまし
た。大会は二里少年野球クラブが優勝を飾りました。

大川内保育園児と青螺老人クラブとの交流芋苗植え
がありました。年長・年中組の園児53人は「苗の葉が
お日様を向くように」と優しく指導を受けながら、約
300本の苗を上手に植えました。秋の収穫後は、お年
よりと一緒に焼き芋などの食事会が計画されています。

大坪町古賀地区でひまわりの苗3,000本を地域の道
路沿いに植栽しました。これは環境保全、景観整備の
一環として行われたもので、この日は、老人クラブや婦
人会、子ども会などから80人が参加。元気に育ち夏に
は花が咲誇るよう一苗ごとていねいに植えていました。

ひまわりの苗を植えて環境美化

6.13

6.17

6.17

5.26

新
た
に
94
人
が
消
防
団
に
入
団

地
域
防
災
を
力
強
く
宣
誓

伊
万
里
市
消
防
団
の
入
団
式
が
、
伊
万
里

公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
守
る
消
防

団
。
今
年
の
新
入
団
員
は
94
人
で
、
新
入
団

員
を
代
表
し
て
大
坪
分
団
の
内
山
稔
さ
ん
が

「
消
防
の
目
的
と
任
務
を
深
く
自
覚
し
職
務

に
あ
た
り
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
退
職
消
防
団
員
54
人
と
、

大
川
内
分
団
の
川
島
伸
夫
さ
ん
へ
39
年
に
お

よ
ぶ
永
年
勤
続
功
労
章
と
し
て
、
消
防
庁
長

官
表
彰
の
伝
達
な
ど
消
防
関
係
功
労
者
10
人

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

5.28
新入団員を代表し

て宣誓をする大坪分
団の内山稔さん

消防庁長官表彰の
伝達を受ける大川内
分団の川島伸夫さん

13 2007.7
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大
川
内
小
学
校
に
、
大
川
内
町

区
長
会
か
ら
和
太
鼓
７
張
り
が
贈

呈
さ
れ
、
６
月
７
日
、
児
童
に
よ

る
感
謝
の
会
が
あ
り
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
昨
年
度
に
育
友
会

の
バ
ザ
ー
益
金
な
ど
を
活
用
し
て

和
太
鼓
４
張
り
を
購
入
し
、
４
年

生
の
総
合
学
習
の
時
間
に
和
太
鼓

演
奏
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
太
鼓
３
張
り
、
宮
太
鼓
１

張
り
し
か
な
い
中
で
、
全
員
そ
ろ

息
ぴ
っ
た
り
、
感
謝
の
バ
チ
さ
ば
き

っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
町
区
長
会

が
町
民
に
呼
び
か
け
、
平
太
鼓
３

張
り
、
や
ぐ
ら
太
鼓
２
張
り
、
締

め
太
鼓
２
張
り
の
購
入
資
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
児
童
を
代
表
し
て

５
年
生
の
永
島
す
み
れ
さ
ん
が

「
こ
ん
な
に
す
て
き
な
太
鼓
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
ま
す
。」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
、
４
年
生
21
人
全

員
が
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で

『
烈
風

れ
っ
ぷ
う

』
を
息
ぴ
っ
た
り
に
演
奏

し
、
保
護
者
な
ど
の
観
客
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

古
河
捉
之
助
さ
ん
（
波
多
津
町

田
代
）
が
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
５
月
30
日
、
塚

部
市
長
か
ら
81
番
目
と
な
る
百
寿

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
年
前
に
腰
を
痛
め
て
車
い
す

を
利
用
す
る
ま
で
は
、
目
が
不
自

由
な
が
ら
も
、
自
分
で
洗
濯
を
す

る
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
自
分
で
こ
な
し
て
い
た
と
い

う
捉
之
助
さ
ん
。
昔
か
ら
手
先
が

器
用
で
、
竹
細
工
づ
く
り
な
ど
が

得
意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
男
性
で
は
市

内
３
番
目
の
高
齢
で
あ

る
捉
之
助
さ
ん
で
す

が
、
塚
部
市
長
が
百
寿

メ
ダ
ル
を
捉
之
助
さ
ん

の
首
に
か
け
て
「
市
内

の
男
性
最
高
齢
を
め
ざ

し
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か

け
る
と
、
満
面
の
笑
顔

で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

宝蔵寺喜佳区長会長から
和太鼓７張りの目録を受
け取る古賀正道校長（右）

５月29日には、太鼓演
奏のプロ『和太鼓壱打

いち だ

』
から指導を受けました
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わ
た
し
は
お
家
の
カ
ラ
オ
ケ
で

『
踊
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
』
を
歌
っ
て

躍
る
の
が
大
好
き
♪
毎
日
お
兄
ち

ゃ
ん
に
鍛
え
ら
れ
て
、
い
つ
の
間

に
か
た
く
ま
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

み
ん
な
に
『
豪
傑
！
小
百
合
』
と

言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
日
増
し
に

女
ら
し
く
な
っ
て
い
く
わ
た
し
を

楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
Q

岩本
いわもと

理恵
り え

さん(22歳) 筒
つつ

井
い

小
さ

百
ゆ

合
り

ちゃん

元
気
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
絶
え

な
い
小
百
合
に
、
家
族
み
ん
な
が

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
心

優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ね
Q

★
お
仕
事
は

み
な
み
保
育
園
（
伊
万
里
福
祉

会
）
で
保
育
士
と
し
て
勤
め
て

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見

れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

★
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は

高
校
ま
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何

か
別
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

友
人
と
福
岡
や
佐
賀
に
映
画
を

観
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

も
う
一
度
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
行
く
こ
と
と
、
ぜ
ひ
沖
縄
に

行
っ
た
み
た
い
で
す
！

★広光・ひとみさんの長女

★南波多町大曲

★大坪町上古賀

★やぎ座・Ａ型

( )１歳
10か月

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

●

周
囲
の
円
は
町
の
木
『
柾

ま
さ
き

』
を

表
し
て
い
ま
す
。

●

葉
は
片
方
７
対
７
で
大
坪
区
域

内
の
14
地
区
を
表
し
、
葉
の
根

元
の
ク
ロ
ス
部
分
は
14
地
区
の

絆き
ず
な

を
表
し
て
い
ま
す
。

●

緑
と
黄
色
の
配
色
は
、
町
の
花

『
菜
の
花
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。

■
公
民
館
愛
称

老
い
も
若
き
も
携

た
ず
さ

え
学
び
、
絆

き
ず
な

ひ
ろ
が
る
大
坪
公
民
館

■
町
　
木

柾
ま
さ
き

■
町
　
花

菜
の
花

顔に墨を塗る古賀地区の伝統行事
『今岳大権現つうわたし』
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７月の市民スポーツ

８日（日）
●大坪地区子ども会球技大会
８時開会　大坪小学校

●立花地区子ども会球技大会
８時開会　立花小学校
15日（日）
●山代町民ミニバレーボール大会
８時半開会　山代東小学校

●牧島子ども会球技大会
13時開会　牧島小学校

22日（日）
●伊万里町子ども会連合会球技大会
８時半開会　伊万里小学校

●二里町民ソフトボール・
ミニバレーボール大会

８時半開会　二里小学校
●東山代町子ども会スポーツ大会
８時半開会　東山代小学校

28日（土）
●松浦町子ども会連合会キックベース

ボール・ミニバレーボール大会
８時開会　松浦運動広場ほか

●南波多町子ども会球技大会
８時半開会　南波多小学校

29日（日）
●波多津町子ども会夏季球技大会
８時開会　波多津運動広場ほか

●黒川町子ども球技大会
８時半開会　黒川小学校

●二里町子ども会球技大会
８時半開会　二里小学校

●大坪地区親子いかだづくり大会
10時開会　伊万里川河畔

８月３日（金）～（毎週火・金曜日）
●牧島女子ナイターバレーボール大会
19時半開会　牧島小学校

５日（木）～
●市長旗争奪ママさんバレーボール大会
19時開会　国見台体育館

７日（土）～
●全日本少年野球九州地区大会
９時開会　国見台野球場

８日（日）
●市民インディアカ・ソフトバレー

ボール大会
９時開会　国見台体育館

21日（土）～
●市長旗争奪少年野球大会
８時開会　国見台野球場

８月５日（日）
●伊万里ラジオ体操会
６時20分開会　国見台球技場

７月の町民スポーツ

第
10
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
10
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
６
月
10
日
、
伊
万
里
湾

大
橋
球
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
日
和
と
い
え
る
曇
り
空

の
中
、
64
チ
ー
ム
、
４
１
９
人
が

参
加
。
２
パ
ー
ト
に
分
か
れ
団
体

戦
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
の
第
10
回
大
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
回
か
ら
団
体
、
個

人
そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
優
勝
に
贈
ら

れ
る
優
勝
カ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

伊万里市近郊中学卓球大会

５月13日、国見台体育館で伊万里市近郊中学卓球大会が開かれました。

伊万里市近郊の中学校から男子12チーム、女子11チームが参加。団体戦

と個人戦に分かれ熱戦が展開されました。

なお、上位の結果は次のとおりです。

個人優勝 男子川久保(山代中) 女子田代(伊万里中)

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
総
合
優
勝
》

▽
団
体
の
部

作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
個
人
の
部

峯
　
民
子
（
あ
さ
ひ
が
丘
Ａ
）

《
Ａ
パ
ー
ト
》

▽
団
体
の
部

①
作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ
②
腰
岳
ク
ラ

ブ
Ａ
③
川
東
友
好
会
Ｂ

▽
個
人
の
部

①
田
中
義
雄
（
長
浜
愛
好
会
）

②
犬
塚
昭
一
郎
（
イ
ス
の
木
ク
ラ
ブ
）

③
松
本
邦
夫
（
い
ま
り
や
ま
び
こ
）

《
Ｂ
パ
ー
ト
》

▽
団
体
の
部

①
多
々
良
Ａ
②
波
多
津
わ
か
さ
会

③
栄
町
Ｇ
Ｇ
愛
好
会

▽
個
人
の
部

①
峯
　
民
子
（
あ
さ
ひ
が
丘
Ａ
）

②
鳥
山
安
太
郎
（
多
々
良
Ａ
）

③
福
山
正
司
（
白
野
）

団
体
作作
井井
手手
クク
ララ
ブブ
ＡＡ

個
人
峯峯
ささ
んん

がが
総総
合合
優優
勝勝
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市 少 年 相 撲 大 会

市
少
年
相
撲
大
会
が
５
月
20

日
、
26
日
の
２
日
間
、
国
見
台
相

撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
相
撲
の
普
及
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
め

ざ
し
て
市
相
撲
連
盟
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
中
学
生
大
会
が

25
回
、
小
学
生
大
会
が
30
回
を
数

え
ま
す
。

20
日
に
行
わ
れ
た
小
学
生
大
会

で
は
、
ち
び
っ
子
力
士
た
ち
が
大

相
撲
さ
な
が
ら
の
熱
戦
を
展
開
。

土
俵
場
で
の
真
剣
な
取
り
組
み

に
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
保
護
者

た
ち
か
ら
は
大
き
な
声
援
と
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

市
長
旗
争
奪
第
29
回
中
学
生
野
球
大
会

青
嶺
中
学
校
が
優
勝
！

南
波
多
中
学
校
の
粘
り
届
か
ず

市
長
旗
争
奪
第
29
回
中
学
生
野

球
大
会
が
、
６
月
９
日
、
10
日
の

２
日
間
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
７

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
国
見
台
野
球

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

10
日
の
決
勝
に
は
、
青
嶺
中
学

校
と
南
波
多
中
学
校
が
進
出
。
青

嶺
が
４
回
裏
に
２
点
を
先
制
し
、

５
回
に
も
１
点
を
奪
っ
て
、
最
終

回
に
粘
る
南
波
多
を
突
き
放
し
、

３
対
０
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
　
勝

青
嶺
中
学
校

準
優
勝

南
波
多
中
学
校

第31回全日本少年サッカー
佐賀県大会

◆期　日 ６月17日(日)鳥栖スタジアム

◆準決勝 大坪少年 １－２ ヴァレンティア

◆参加チーム 76チーム

大坪少年惜しくも３位
４年連続ベスト４入り！敢闘賞受賞！



弁
護
士
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
（
母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
）

を
対
象
に
生
活
上
の
問
題
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日
　
時

７
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
第
２
会
議
室

※
予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　

佐
賀
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
@4
０
０
６
４
）

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
装
置
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
海
洋
温
度
差
発
電
の
ビ

デ
オ
上
映
や
、
模
型
を
使
っ
た
発

電
の
実
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

７
月
16
日
（
月
祝
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

会
　
場
　
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

サ
テ
ラ
イ
ト
（
山
代
町
久
原
）

●

入
場
料

無
　
料

●

問
合
先

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

（
1
⑳
２
１
９
０
）

くらしのお
知
ら
せ

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ） 182007.7

ひ
と
り
親
家
庭
等

巡

回

法

律

相

談

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会



▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

障
害
の
あ
る
人
に
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
指
導
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時

７
月
10
日
（
火
）
〜
13
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

●

会
　
場

伊
万
里
総
合
庁
舎

●

内
　
容

障
害
者
福
祉
に
つ
い

て
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
で
の

カ
レ
ン
ダ
ー
・
は
が
き
作
成

●

受
講
料

無
　
料

▼
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

くらしの 

●

日
　
時
　
７
月
31
日
（
火
）
〜

８
月
３
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

伊
万
里
総
合
庁
舎

●

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
、
便
せ

ん
・
は
が
き
作
成
な
ど

●

受
講
料

無
　
料

●

申
込
・
問
合
先
　

佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
　
ゆ
め
く
れ
よ
ん

（
1
０
９
５
２
#6
６
９
７
７
）

●

期
　
日
（
３
泊
４
日
）

８
月
17
日
（
金
）
〜
20
日
（
月
）

●

体
験
内
容

▽
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー
、
き
も
だ
め

し
、
カ
ヌ
ー
試
乗
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

キ
ャ
ン
プ
地
　
自
然
の
森
キ
ャ

ぼ
し
ゅ
う

ン
プ
場
（
大
川
町
東
田
代
）

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

40
人
　
３
０
０
０
円

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

６
人
　
無
　
料

●

申
込
期
限

７
月
20
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
先
　
各
町
公
民
館

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

（

1
@2
１
２
６
２
）

●

日
　
程

全
24
回
（
約
半
年
間
）

《
夜
の
部
》
８
月
７
日
（
火
）
〜

毎
週
火
曜
日
　
午
後
６
時
半
〜

《
昼
の
部
》
８
月
８
日
（
水
）
〜

毎
週
水
曜
日
　
午
後
２
時
半

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

講
　
師

常
じ
ょ
う

達た
つ

光こ
う

さ
ん

（
大
連
市
公
務
研
修
生
）

●

対
　
象
　
市
内
に
在
住
、
ま
た

は
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
高
校
生
以
上
の
人

●

募
集
人
員

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

●

受
講
料

月
額
２
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す

●

申
込
期
限

７
月
30
日
（
月
）

●

申
込
・
問
合
先
　
男
女
協
働
・

ま
ち
づ
く
り
課
国
際
交
流
室

（

1
@2
７
０
４
６
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

『
野
性
へ
の
挑
戦
』

初
級
中
国
語
教
室

受

講

生

募

集
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●

講
習
日
時

７
月
18
日
（
水
）

〜
27
日
（
金
）
※
土
日
を
除
く

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

講
習
会
場

市
民
会
館

●

講
習
内
容
　

庭
木
の
整
枝
・
剪
定

せ
ん
て
い

な
ど

●

受
講
料

無
　
料

●

対
　
象
　
60
歳
代
前
半
で
就
職

を
希
望
す
る
人

●

定
　
員

30
人

●

申
込
・
問
合
先
　
（社）
伊
万
里
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
1
@3
３
４
７
１
）

●

参
加
資
格
　
市
内
在
住
18
歳
以

上
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者

（
２
人
１
組
の
ペ
ア
）

●

日
　
時

７
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時

※
予
備
日
　
８
月
５
日
（
日
）

●

会
　
場

国
見
台
庭
球
場

●

競
技
種
目

▽
一
般
男
子
　
▽
一
般
女
子

▽
一
般
男
子
（
45
歳
以
上
）

●

参
加
料

無
　
料

●

申
込
期
限

７
月
13
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

市
役
所
建
設
部
監
理
室
　
末
次

ま
で
（
1
@3
２
１
２
１
）

緑
地
保
全
管
理
講
習

受

講

者

募

集

県
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

伊
万
里
市
予
選
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

受

講

者

募

集
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●

裁
判
所
事
務
官
#
種
試
験

受
験
資
格

▽
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●

受
付
期
間

７
月
17
日
（
火
）
〜
25
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

●

第
１
次
試
験

９
月
16
日
（
日
）

●

受
験
案
内
・
申
込
書

最
寄
り
の
裁
判
所
で
ご
案
内
・

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
伊
万
里
簡
易
裁
判
所
（
立
花
町
）

（
1
@3
３
３
４
０
）

●

問
合
先

佐
賀
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
1
０
９
５
２
@3
３
１
６
１
）

し
け
ん

裁

判

所

事

務

官

(

高
卒
程
度)

採
用
試
験

農
業
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
『
伊
万
里
農
業
未
来
塾
』
を
開

催
し
ま
す
。

「
土
づ
く
り
な
ど
農
業
を
基
礎
か

ら
学
び
た
い
」「
伊
万
里
で
農
業

者
と
し
て
頑
張
っ
て
み
た
い
」
な

ど
、
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
市
内

で
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
住
所

な
ど
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●

開
設
講
座

農
業
の
基
礎
知
識
・
基
礎
的
技

術
の
習
得
（
入
門
コ
ー
ス
）

●

開
催
時
期

８
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
月
１
回
程
度

※
原
則
と
し
て
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
に
開
催
し
ま
す

●

募
集
人
員

10
人
程
度

●

受
講
料

無
　
料

※
研
修
用
資
材
費
用
や
保
険
代
、

昼
食
な
ど
実
費
負
担
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す

●

申
込
方
法

農
業
振
興
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限

８
月
３
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課

（

1
@3
２
５
５
７
）

伊
万
里
農
業
未
来
塾
の
開
催
に

先
立
ち
、
塾
の
詳
し
い
説
明
と
、

県
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
策
な
ど
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
未
来
塾
受
講

希
望
の
人
や
、
よ
り
高
度
で
具
体

的
な
就
農
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

７
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
８
時

●

会
　
場

市
役
所
別
館
　
第
８
会
議
室

●

参
加
料

無
　
料

●

申
込
方
法

左
記
ま
で
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課

（

1
@3
２
５
５
７
）

就
農
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

参

加

者

募

集

伊
万
里
農
業
未
来
塾

受

講

生

募

集
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人のうごき
平成19年６月１日現在
●人口　58,540人　（－ １）

男　27,931人　（＋ ３）
女　30,609人　（－ ４）

●世帯　21,292世帯（＋ 28）
（ ）は前月比
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ア
ー
ト
道
は
、
有
田
工

業
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ｂ

ら
に
よ
る
実
行
委
員
会

（
小
松
大
介
代
表
）
が
、
市

の
中
心
商
店
街
を
ま
る
ご

と
美
術
館
に
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
、
今
回
は

一
昨
年
に
続
い
て
２
回
目

編

集

室

か

ら

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
取
材
で
川
内
野
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
田
植
え
が
終
わ
っ
て
参
加

者
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
の
時
間
に
。
色
と
り
ど

り
の
料
理
や
、
そ
れ
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る

人
た
ち
の
表
情
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
マ
ス

コ
ミ
各
社
と
と
も
に
取
材
に
当
た
っ
て
い
ま
し

た
。
ほ
ど
な
く
世
話
役
の
人
が
『
ど
う
ぞ
あ
ん

た
方
も
座
っ
て
食
べ
ん
ね
』『
い
や
い
や
』
そ
の

や
り
取
り
が
数
回
あ
っ
た
後
、『
こ
の
味
ば
知
っ

と
く
と
も
取
材
や
な
か
と
ね
』
そ
の
一
言
で
い

つ
の
間
に
か
取
材
陣
が
全
員
箸
を
持
っ
て
テ
ー

ブ
ル
に
。
川
内
野
の
皆
さ
ん
、
忘
れ
ら
れ
な
い

美
味
し
さ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
哲
）

ＮＨＫの番組でおなじみ
の『忍たま乱太郎』がや
ってきます。詳しくは
18ページを見てね！

８/４(土)
市民センター

知っていますか『アート道
みち

』。市内外の芸術グループが中
心市街地の空き店舗や歩道などに芸術作品を展示して、ラ
イトアップで花を添える、楽しい『アートな』お祭りです。
お金をかけずにアイデアと行動力で幻想的な空間をつくり、
まちに活気を与えよう！そんな元気な取り組み『アート道』
が５月25日から27日までの３日間行われました。

空
き
店
舗
利
用
し
て
陶
磁
器
・
絵
画
を
展
示
、
灯
籠

と

う

ろ

う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

と
な
り
ま
し
た
。

中
心
商
店
街
の
空
き
店

舗
11
店
に
、
自
作
の
絵
画
、

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
陶
芸

な
ど
の
芸
術
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な

ど
の
歩
道
は
、
約
３
０
０

㍍
に
わ
た
り
灯
籠

と
う
ろ
う

、
ろ
う

そ
く
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
幻
想
的
な
光
の
空
間

は
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

引
い
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
は
『
音
』

を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
三
線

さ
ん
せ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
ブ

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
幅

広
い
『
ア
ー
ト
』
の
世
界

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

芸
術
と
い
う
素
材
を
使

っ
て
、
あ
ま
り
お
金
を
か

け
ず
に
ア
イ
デ
ア
と
行
動

力
で
ま
ち
の
活
性
化
を
め

ざ
す
素
敵
な
取
り
組
み
。

こ
れ
か
ら
回
を
重
ね
て
、

伊
万
里
の
『
名
物
』
に
な

る
よ
う
、
応
援
し
て
い
き

た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
シ
ン
ボ

ル
、
高
さ
70
㌢
の
灯
籠
。
見

る
角
度
に
よ
っ
て
違
っ
た
光

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
楽
し
め
ま
す

ろうそくの灯ででき
た『光の道』

空き店舗を利用した
陶磁器の展示

歩道も『ギャラリー』
に様変わり

み ち




